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石丸城跡に整備された石丸城公園

福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

名水手打そば お清水
しょうず

水手打ちそばお清水で店主の中出勝之さんお
すすめの「お清水膳」をいただきました。そばは

コシがしっかりとした、少し太打ちの麺で、優しい味
の出汁とおろしでまとまったお味。大野名物の醤油カ
ツ丼、里芋の煮っころがし、そして九頭竜舞茸の天ぷ
らと、大野のおいしいをギュッとまとめたセットで
す。夜も営業しており、100種類ほどの居酒屋料理も
楽しめます。大野の名水から生まれる数々のおいしい
料理たちをぜひ一度ご堪能あれ！

税込1,730円

税込3,500円

◉お清水膳　税込1,350円

大野地酒3種飲み比
べセット（真名鶴、一乃

谷、花垣）各50ml、九頭竜
舞茸天ぷら

蕎麦　山や

SNSはこちら

住　　所：大野市泉町 3-8
電話番号：0779-66-2595
定 休 日：水曜（祝日の場合営業）、
　　　　　月曜・第 3日曜の夜

名
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メニュー!

◉天ぷら蕎麦セット　税込2,750円

HPはこちら

住　　所：吉田郡永平寺町下浄法寺第 12-3
電話番号：0776-50-6860
定 休 日：水曜

を開けた瞬間から特別な雰囲気を感じる永平
寺町ESHIKOTOの蕎麦山や。お店一押しの「天

ぷら蕎麦セット」をいただきました！そばは永平寺町
在来種十割で、強い風味が自然のダイナミックさを感
じさせ、旬の食材の天ぷらは繊細な味わいです。そば
茶も香ばしさとフルーティーな甘さが絶妙で、ふと飲
みたくなる逸品です。大きな窓で大自然の中にいるか
のような同店で、永平寺を五感で感じながら贅沢なひ
と時を過ごしませんか。

扉

手打ち越前おろしそば、
黒龍 九頭龍 純米180ml、

前菜4種盛り合わせ、お造り（グ
ループ店の旬香逎燈 煙やで提
供しています）※「蕎麦山や」は
ソバール認定店ではありません

ソバール
メニュー!

エシコト

城跡公園に▶
設置された解説板　

　

建
武
５
年
は
、『
太
平
記
』
で
知
ら
れ
る

「
藤
島
の
戦
い
（
足
羽
七
城
の
戦
い
）」
が

越
前
中
心
部
で
展
開
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

前
年
、
敵
の
失
策
で
府
中
（
武
生
）
を
占

拠
し
た
新
田
軍
（
南
軍
）
は
勢
い
を
増
し
、

北
軍
の
越
前
守
護
足
利
（
斯し

ば波
）
高た
か
つ
ね経
は
、

九
頭
竜
川
と
日
野
川
が
合
流
す
る
要
害
の

場
所
に
あ
る
黒
丸
城
（
福
井
市
）
な
ど
、

足
羽
七
城
が
構
築
さ
れ
た
九
頭
竜
川
南
岸

一
帯
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
形
と
な
っ
た
。

　

足
羽
七
城
は
「
七
つ
の
城
」
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
複
数
の
城
を
「
七
城
」
と

形
容
し
た
も
の
で
、
十
数
個
の
城
砦
が
互

い
に
連
携
し
合
う
「
連
環
城
」
と
し
て
機

能
し
、
攻
撃
・
防
御
が
一
体
化
し
た
巧
妙

な
構
造
で
あ
っ
た
た
め
、
新
田
軍
の
攻
略

は
難
航
し
戦
況
は
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
越
後
の
大お
お

井い

田だ

氏う
じ
つ
ね
経
が
二
万

余
の
兵
を
率
い
て
越
中
、
加
賀
の
北
軍
を

突
破
し
、
越
前
に
進
軍
。
義
貞
軍
は
越
後

軍
を
加
え
三
万
に
膨
れ
上
が
り
、
北
軍
を

圧
倒
す
る
戦
力
を
得
た
。
義
貞
は
九
頭
竜

川
北
側
の
石
丸
城
に
本
陣
を
構
え
、
足
羽

七
城
の
攻
略
を
指
揮
し
た
。

　

７
月
、
機
が
熟
し
た
こ
と
を
見
て
取
っ
た

義
貞
は
、
総
攻
撃
の
準
備
に
取
り
か
か
り
、

北
軍
の
諸
城
に
対
し
て
、向
か
い
城
を
築
き
、

連
携
を
分
断
し
、
諸
将
を
配
置
し
、
守
護
高

経
の
居
城
黒
丸
城
に
対
す
る
向
か
い
城
、
灯

明
寺
城
に
は
自
ら
出
陣
し
、
陣
頭
指
揮
を

と
っ
た
。

　

義
貞
の
作
戦
と
し
て
は
、
こ
の
地
域
の
東

方
に
位
置
す
る
藤
島
城
な
ど
を
先
に
落
と

し
、
順
次
、
西
に
移
動
し
、
黒
丸
城
周
辺
の

城
も
落
と
し
、
最
後
に
四
方
か
ら
黒
丸
城
を

囲
み
、
落
城
に
追
い
込
む
計
画
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
最
初
の
攻
撃
目
標
と
し
た
藤
島

城
な
ど
が
、
新
田
軍
の
執
拗
な
攻
撃
を
跳
ね

返
し
た
た
め
、
な
か
な
か
落
城
の
報
せ
が
こ

ず
、
義
貞
は
、
つ
い
に
五
十
余
騎
だ
け
を
率

い
て
、
藤
島
城
へ
偵
察
と
督
戦
の
た
め
灯
明

寺
城
を
出
た
が
、
途
中
の
灯
明
寺
畷
で
、
北

軍
に
遭
遇
し
た
。

　

黒
丸
城
の
高
経
の
も
と
に
、「
藤
島
城
危

う
し
」
の
伝
令
が
届
き
、
高
経
は
重
臣
の
細ほ
そ

川か
わ
で
わ
の
か
み

出
羽
守
に
救
援
す
る
兵
三
百
を
割
き
、
黒

丸
城
か
ら
出
撃
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

両
軍
の
遭
遇
は
、
全
く
の
偶
然
で
あ
っ
た

が
、
た
だ
、
北
軍
は
救
援
の
た
め
弓
矢
の
備

え
も
十
分
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
義
貞
は
偵

察
の
た
め
楯
の
一
つ
も
無
か
っ
た
。

　

こ
の
た
め
義
貞
主
従
は
た
ち
ま
ち
囲
ま

れ
、
矢
を
浴
び
て
次
々
と
倒
れ
、
義
貞
も
眉

間
に
矢
を
受
け
、
そ
の
場
で
自
害
し
た
。
建

武
５
年
閏
７
月
２
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

総
大
将
を
失
っ
た
新
田
軍
三
万
は
一
夜
に

し
て
崩
壊
、
雲
散
霧
消
し
、
残
存
兵
は
、
わ

ず
か
二
千
で
、
本
陣
・
石
丸
城
を
守
備
し
て

い
た
弟
の
脇
屋
義
助
は
府
中
へ
撤
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。

　

福
井
市
立
森
田
中
学
校
近
く
の
発
掘
調
査

で
は
、
石
丸
城
堀
跡
や
建
物
跡
な
ど
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
現
在
は
石
丸
城
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
る
。　
（
文　

奥
山　

秀
範
）

高経ゆかりの黒丸城城址碑

灯明寺畷の新田塚


